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資料-12-1 平成29年度（H29.4.1-H30.3.31)動物実験計画書

件数 備考

承認数 124 再審査を経た承認件数15を含む

却下 3

取り下げ 1 動物実験責任者の希望により審査前に取り消し

件数 備考

動物生命科学

研究倫理委員会
0

苦痛カテゴリの件数集計　　（2017/4/1～2018/3/31）
苦痛カテゴリ 申請書件数

B 17

C 51

D 55

無脊椎動物 1

合計 124

苦痛カテゴリに含まれる動物種別の件数集計　　　（2017/4/1～2018/3/31）

苦痛カテゴリ マウス ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ カニクイザル
アメリカ

ザリガニ
フナ／コイ 合計

B 8 4 2 1 0 0 2 0 1 18

C 35 4 0 4 0 1 8 0 0 52

D 31 6 0 3 1 1 14 0 0 56

無脊椎動物 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

合計 74 14 2 8 1 2 24 1 1 127

資料12-3 （平成３０年６月３０日迄の結果）

平成３０年３月３１日迄に、実験が終了する予定数と、提出数（％）を下記に示した。

実験終了予定数 報告書提出数(%) 報告書未提出数

平成27年度分 71 71（100％） 0 H27.4.1-H28.3.31承認分

平成28年度分 46 46（100％） 0 H28.4.1-H29.3.31承認分

平成29年度分 10 10（100％） 0 H29.4.1-H30.3.31承認分

資料12-4 動物実験計画変更届出書数 （平成３０年３月３１日迄）

1 実験実施期間の変更 49件 （うち却下1件）

2 動物実験実施者の変更・追加 24件

3 実験動物種及び使用数等の変更・追加 24件

4 その他 19件

116件

動物実験計画書関連資料

動物実験結果報告書提出数

**実験計画書の承認数は「124」であるが、一承認でマウスとラットを使用する実験が1件、マウスとカニクイザルを使

用する実験が1件、ウサギとブタを使用する実験が1件があったため、合計を「127」として計算した。
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資料-１４-2 動物関連の事故、トラブル発生記録

年月日 具体的な事故・トラブル内容 対応・措置

1 2017/10/30
飼育ケージ内での漏水がありマウスが1匹が死亡した。給水ノズルに

異常があり、水が止まらなかったことが原因。
給水ノズルを交換した。



資料-１４-1 機器、装置類のトラブル発生、工事等の記

録

発生年月日 発生内容 対応年月日 対応・処理内容

1 2017/4/5 飼育室の照明タイマーが故障した。 2017/4/5
施設課に修理を依頼して4月5日に復旧し

た。

2 2017/6/5 飼育室の照明タイマーが故障した。 2017/6/5
施設課に修理を依頼して6月5日に復旧し

た。

3 2017/7/4 飼育室の照明が故障した。 2017/7/20
施設課に修理を依頼して7月20日に復旧し

た。



資料-１５-1

動物種

遺伝子組換え

実験計画書承

認数

P1A P2A P3A

マウス 46 46 0 0

ラット 2 2 0 0

カニクイザル 6 4 1 1

資料-１５-2 感染実験

動物種 安全度レベル
計画書承認

数

カニクイザル ABSL1 1

カニクイザル ABSL2 3

カニクイザル ABSL3 1

資料-１５-3

遺伝子改変

個体使用承

認数

感染実験
その他一般実

験

マウス 74（58.2％） 46 0 28

ラット 14（11.0％） 2 0 12

モルモット 2（1.6％） 0 0 2

ウサギ 8（6.3％） 0 0 8

ブタ 2（1.6％） 0 0 2

イヌ 1（0.8％） 0 0 1

カニクイザル 24（18.9％） 6 5
* 15 *遺伝子組換え+感染試験2件

魚類 1（0.8％） 0 0 1

アメリカザリガニ 1（0.8％） 0 0 1

127**（100％）

**実験計画書の承認数は「124」であるが、一承認でマウスとラットを使用する

実験が1件、マウスとカニクイザルを使用する実験が1件ウサギとブタを使用す

る実験が1件、あったため、合計を「127」として計算した。

遺伝子組換え実験

一承認でマウスとカニクイザルを用いるP1A試験が2件あり。

一承認でマウスとカニクイザルを用いるABSL3の試験1件あり。

動物種別承認数と、遺伝子組換え動物使用及び感染実験等

動物種
承認数／

全承認書数

遺伝子組換え実験、感染実験等の件数



資料１６-１

開催年月日 講師氏名（職名） 受講者数 受験者数 資格認定者数

1 平成29年4月10日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
21（5） 21（5） 21（5）

2 平成29年5月10日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
4（2） 4（2） 4（2） DVDで受講

3 平成29年6月5日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
28（4） 28（4） 28（4）

4 平成29年6月20日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1 1 1 DVDで受講

5 平成29年7月7日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

6 平成29年7月10日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
3 3 3 DVDで受講

7 平成29年8月4日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
4 4 4 DVDで受講

8 平成29年8月15日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

9 平成29年9月1日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
4（1） 4（1） 4（1） DVDで受講

10 平成29年9月29日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
5（1） 5（1） 5（1） DVDで受講

11 平成29年10月2日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

12 平成29年11月9日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
2 2 2 DVDで受講

13 平成29年12月8日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
10（1） 8（1） 8（1）

14 平成29年12月13日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
2（1） 2（1） 2（1） DVDで受講

15 平成30年2月7日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

16 平成30年3月7日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
3 3 3 DVDで受講

91（19） 89（19） 89（19）

（括弧内数値は学外者数）

資料-１６-２

開催年月日 講師氏名（職名） 受講者数 受験者数 資格認定者数

1 平成29年4月14日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
7（2） 7（2） 7（2）

2 平成29年6月20日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
2（1） 2（1） 2（1） DVDで受講

3 平成29年6月28日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
4（2） 4（2） 4（2） DVDで受講

4 平成29年7月3日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
3 3 3 DVDで受講

5 平成29年7月7日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

6 平成29年7月11日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
2 2 2 DVDで受講

7 平成29年8月15日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

8 平成29年10月3日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

9 平成29年12月11日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
5 3 3

10 平成29年12月14日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
1（1） 1（1） 1（1） DVDで受講

11 平成30年3月9日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
2 2 2 DVDで受講

29（9） 27（9） 27（9）

（括弧内数値は学外者数）

資料１６-３

開催年月日 講師氏名（職名） 受講者数 受験者数 資格認定者数

1 平成29年4月17日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
12（2） 12（2） 12（2）

2 平成29年7月7日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
3（1） 3（1） 3（1） DVDで受講

3 平成29年10月12日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
2（1） 2（1） 2（1） DVDで受講

4 平成29年12月18日
中村紳一朗（准教授）

土屋英明（技術専門職員）
5（1） 3（1） 3（1）

22（5） 20（5） 20（5）

（括弧内数値は学外者数）

教育訓練（基礎）と認定試験

①動物生命科学研究センターの利用法等　（土屋）

②動物実験全般（中村）

　　１．実験動物学の基礎知識

　　　　・実験動物とは

　　　　・動物実験とは

　　　　・特殊な動物実験

　　　　・動物実験に関わる法規、規程

　　２．動物実験をはじめるまで

　　３．動物実験に関わる諸問題

③資格認定試験

　（設問５０問、合格は３５問以上の正答で合格）

教育訓練（サル）と認定試験

１．サルの取り扱いと実験手技（土屋）

２．サルに関する概論（中村）

　　①霊長類学総論

　　②霊長類の疾患

　　③実験動物としての霊長類の位置づけ

　　④霊長類の飼育・管理に関わる法律等

　　⑤霊長類を用いる動物実験の基準等

　　⑥滋賀医科大学での手続きについて

３．認定試験

　50問中40問正解で合格

教育訓練（感染）と認定試験

１．感染動物実験施設の利用方法（土屋）

２．バイオセーフティ概論（中村）

　①動物実験施設におけるバイオセーフティ

　②具体的な封じ込めの方法について

　③関連法規 (Lows)

　　　　　　　　改正感染症法による規制

　　　　　　　　家畜伝染病予防法による規制

　　　　　　　　遺伝子組換え実験について

３．認定試験

　20問中14問正解で合格



資料-１７-1

開催年月日 演題名 演者 所属

1 第35回 平成29年4月26日
医薬品開発におけるGLPとガイドライン、そして

信頼性の基準
和泉 博之 株式会社新日本科学　研究推進本部

2 第36回 平成29年6月2日 卵巣の機能と排卵調節 渡辺　元
東京農工大大学院農学研究院動物生命科学部門　獣医生理学講

座

3 第37回 平成29年6月20日
Human pluripotent stem cells as a model and

therapy for Parkinson’s disease
Tilo Kunath

MRC Centre for Regenerative Medicine, Institute for Stem Cell

Research, School of Biological Sciences, University of

Edinburgh, UK

4 第38回 平成29年9月1日
多発性嚢胞腎の病態解明と治療薬開発に向

けて
西尾 妙織 北海道大学病院内科Ⅱ

5 第39回 平成29年12月20日
遺伝子改変マウスの作製支援とバイオリソー

ス開発
水野　聖哉 筑波大学生命科学動物資源センター

6 第40回 平成30年1月18日
尿由来のクローンマウスと宇宙由来の宇宙マ

ウス
若山　照彦 山梨大学生命環境学部生命工学科　発生工学研究センター

動物生命科学研究センター　学術講演会



1 研究動物慰霊式

平成29年10月31日 参加者131名

2 感染実験区域防災訓練

平成30年3月31日 参加者34名

その他




